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「希望に突き動かされて」の序章



ゼカリヤ書9：14（口語訳）
その時、主は彼らの上に現れて、その矢をいなずまのように射られる。主なる神はラッパを吹きならし、南の
つむじ風に乗って出てこられる。

ゼカリヤ書9：14（新共同訳）
主は彼らの前に現れ／その矢は稲光のように飛ぶ。
主なる神は角笛を響き渡らせ／南からの暴風と共に進まれる。

ゼカリヤ書9：14（聖書協会共同訳）
主は彼らの上に現れ／その矢は稲妻のように飛ぶ。
主なる神は角笛を吹き鳴らし／南からの暴風と共に進まれる。

Zec 9:14（KJB）
And the LORD shall be seen over them, 
and his arrow shall go forth as the lightning: 
and the Lord GOD shall blow the trumpet, 
and shall go with whirlwinds of the south.

サ・アール：storm(-y)、whirlwindつむじ風、tempest嵐
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第五の幻（ゼカリヤ書4：11～14）
わたしは言葉をついで御使いに尋ねた。
「燭台の右と左にある、これら二本のオリーブの木は何ですか。」
わたしは重ねて彼に尋ねた。
「その二本のオリーブの木の枝先は何ですか。それは二本の金の管によって、そこから油を注ぎ出
しています。」
彼がわたしに、「これが何か分からないのか」と言ったので、
わたしは「主よ、分かりません」と答えると、
彼は、「これは全地の主の御前に立つ、
二人の油注がれた人たちである」と言った。

神の光と真理をこの世に伝えている

旧約聖書と新約聖書

黙示録11章



神の光と真理をこの世に伝えている旧約聖書と新約聖書
二人の証人という考えは、何かが正しいことを立証するのに最低 二人の証人を必要としたユダヤ人の法制度から
来ています（ヨハ 8：17）。二人の証人は（旧新両約）聖書を象徴しています。この二つは分けることができません。
神の民は、この世に聖書全体のメッセージを（「神の御計画をすべて」〔使徒 20：27〕）宣べ伝えるために召されて
います。

この証人たちは粗布をまとって、預言期間1260日（年）の間（西暦538年～1798年）、預言をしているように描
かれています。粗布は喪服であり（創37：34）、それは、聖書の真理が埋められ、人間の言い伝え（伝統）によって覆
われる困難な時代を指し示しています。
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一時期、二時期、半時期／四十二か月／千二百六十日 (＝３年半＝１２か月×３．５年×30日／月＝1260日)

ダニエル書7：25

彼はいと高き方に敵対して語り／いと高き方の聖者らを悩ます。彼は時と法を変えようとたくら
む。聖者らは彼の手に渡され／一時期、二時期、半時期がたつ。

ヨハネの黙示録11：2

しかし、神殿の外の庭はそのままにしておけ。測ってはいけない。そこは異邦人に与えられたから
である。彼らは、四十二か月の間、この聖なる都を踏みにじるであろう。

ヨハネの黙示録11：3

わたしは、自分の二人の証人に粗布をまとわせ、千二百六十日の間、預言させよう。」

ヨハネの黙示録12：6

女は荒れ野へ逃げ込んだ。そこには、この女が千二百六十日の間養われるように、神の用意され
た場所があった。

ヨハネの黙示録13：5

この獣にはまた、大言と冒瀆の言葉を吐く口が与えられ、四十二か月の間、活動する権威が与えら
れた。
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＜エルサレム再建命令＞
エルサレム復興と再建についての御言葉（命令：口
語訳）が出されてから油注がれた君の到来まで七
週あり、また、六十二週あって危機のうちに広場と
堀は再建される（ダニエル書9：25）。
ペルシアの王アルタクセルクセス一世の治世（在位：
BC465～424）の第七年（第一の月：3・4月）＝
BC457に、律法学者エズラをエルサレムに向かわ
せ、命令を出した（エズラ7：7～26）。
→同年第五の月の一日にエルサレムに到着した（エ
ズラ記7：9）。
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異教ローマ帝国崩壊
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公衆の前で聖書が焼かれた。ある時、「民間博物館協会」の人々が、「理性万歳！」と叫びながら市の公会堂に
入った。棒の先には、半焼けになった何冊かの本を突き刺していたが、その中には、祈祷書、ミサ典書、旧新約
聖書などがあった。それらは「人類をして犯さしめたあらゆる愚行を、大いなる火でもって償ったのである」と
会長は言った（聖書とフランス革命 各時代の大争闘 第15章）。
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預言期間 1260 日（年）の最後にこの二人に起こったこと

二人の証人（預言者）を殺す獣が、まさにサタンの住みかから上って来ます。この二人の証人の殺
害は、歴史的に見れば、フランス革命の諸事件と関連して無神論者が聖書を攻撃したことや、宗教
を廃止したことに当てはまります。
フランスで構築されたその反宗教的体制は、ソドムの道徳的廃退、エジプトの無神論的傲慢、エル
サレムの反抗心を有していました。
エルサレムでイエスに起こったことが、今やこの反宗教的体制によって聖書に対して起きました。

証人の復活は、フランス革命後における聖書に対する興味が大いに復活したことを指し示してい
ます。
結果的に、それが聖書の真理の回復を伴う第二次再臨待望運動を興し、聖書協会の設立と聖書の
世界的な配布につながりました。

★各時代の大争闘 15章 聖書とフランス革命
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真理の勝利


